
現在、私たちの食料を生産する農業、農村の現場はこれまでに無かったほどの厳しい状況にあります。
気候変動や生産資材価格の高騰等により農業経営は赤字の状態が継続し、後継者は確保できず、農業

の担い手は急速に高齢化しつつ減少しています。作付けできない農地も大きく増加し、獣害が深刻化す
るなど地域の環境も荒廃しつつあります。

一方、東京（食料自給率0％）をはじめとする都市部の消費者にとって、食べものはお金さえ出せば
いつでもいくらでも買える「単なる商品」に過ぎなくなっており、大量の食品ロスが発生していること
でも明らかなように、食べものを大切にする心、生産者へのリスペクト、自然への畏敬の念を喪ってい
ます。農業問題とは、実は都市住民の問題にほかなりません。

3月29日（日）、昨年に続いて2回目の「令和の百姓一揆」が東京等で行われます。その前夜に、「令
和の百姓一揆」実行委員会代表である菅野芳秀さんからお話を伺い、意見交換します。

日時：2026年3月28日（土）18:30～21:00

開催方法：会場およびオンライン（zoomを使用）

会場：東北カフェ＆ダイニング トレジオンポート →
（東京・港区赤坂3）https://tregion-bal.com/shop/tregion-port/

注：申し込んで下さった方には、後日、アーカイブを配信予定

募集定員：会場 35名、オンライン 80名（先着順）

参加費 ：会場 6,000円（飲食費込み）、オンライン 1000円

申込み方法等：以下（又は右のQRコード）からお申し込みください→

https://peatix.com/event/4761668/

なお、Peatixを使用されない方はメール等で連絡ください。
別途、対応させて頂きます。

主催者：中田哲也 ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」主宰
https://food-mileage.jp/ （元 農林水産省統計部数理官）
メール tetsuya.nakata913（アットマーク）gmail.com
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令和の百姓一揆2026
農業の現場から都会の消費者の皆さんに訴えたいこと（仮題）

ゲスト：菅野芳秀（かんのよしひで）さん

1949年山形県長井市生まれ。百姓（稲作、自然卵養鶏等）
「令和の百姓一揆」実行委員会代表

著書に『生きるための農業 地域をつくる農業』（2024年11月、大正大学出版会）など多数

（2018.1、日本評論社）
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開催の趣旨

（１）現在、食と農は様々な深刻な課題に直面しています。
例：食料自給率の低迷、担い手・農地などの急速な減少、農村の過疎化と「限界集落」化、栄養バランスの
崩れと食生活の乱れ、膨大な食品ロス 等

（２）これらの課題の多くは、基本的に「食（食卓、消費者、都市）と農（産地、生産者、農村）の間の距離」が
離れてしまっていることから生じています。
多くの都市の消費者にとって、食べものは、お金さえ出せばいつでもいくらでも買える単なる「商品」に

過ぎなくなっており、それらが、どこで、誰によって、どのように生産されて食卓まで運ばれてきているかが
想像できなくなっているのです。
食はいのちの源です。食べもの、さらには食の生産に携わっている方たちへの敬意を、私たちは取り戻さ

なければなりません。

（３）本フォーラムは、都市の一般市民（消費者）の方々を主な対象として、食と農の現場の実情と課題を身近に
感じ、自主的な行動変容につなげて頂くことを期待して、毎月1回程度、食や農の「現場」に精通している
ゲストをお招きして開催しています。
なお、主催は中田個人（ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」主宰）です。

（参考）食と農の未来フォーラム 開催の趣旨及び開催実績等

これまでの開催実績と概要

【第1回】2025年6月30日（月）開催趣旨等について中田から説明と意見交換 →

（概要）https://food-mileage.jp/2025/07/04/blog-587/

←【第2回】 7月23日（水）ゲスト：大友 治さん
「米は田んぼだけで作られるのではない 稲作が生産するのは米だけではない」
（概要）https://food-mileage.jp/2025/07/27/blog-592/

【第3回】 8月26日（火）ゲスト：鈴木純子さん →
「原発被災地でオーガニックコットンを育て「続け」ること」
（概要）https://food-mileage.jp/2025/08/30/blog-598/

←【第4回】 9月20日（土）ゲスト：榊田みどりさん
「都市住民こそ他人事じゃない！ 私たちの食べものは大丈夫？」
（概要）https://food-mileage.jp/2025/09/25/blog-602/

【第5回】10月27日（月）ゲスト：佐久間 建さん、藤崎美智子さん →
「ハンセン病問題を基礎から学び、
紙芝居『わたしの命の物語』から生きやすい社会について考える」
（概要） https://food-mileage.jp/2025/11/02/blog-608/

←【第6回】11月25日（火）ゲスト：高橋美香さん
「パレスチナの家族の今」（パレスチナ料理店でリアル開催）
（概要） https://food-mileage.jp/2025/11/28/blog-610/

【第7回】2026年1月31日（月）ゲスト：冨澤太郎さん →
「限界を迎える限界集落－消えつつある自給自足の農と里山暮らし」
（概要） https://food-mileage.jp/2026/02/06/blog-622/

←【第8回】2026年2月17日（月）ゲスト：釘島浩子さん
「日本人ファースト」って？『武士の娘』から考える」
（概要） https://food-mileage.jp/2026/02/24/blog-627/
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